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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

８
１

８
回

 

持
経
宿
改
築

持
経
宿
改
築

持
経
宿
改
築

持
経
宿
改
築
・・ ・・
屋
根
全
面

屋
根
全
面

屋
根
全
面

屋
根
全
面
葺葺 葺葺
きき きき
替替 替替
え
と

え
と

え
と

え
と
内内 内内
・・ ・・
外
板
壁
張

外
板
壁
張

外
板
壁
張

外
板
壁
張
りり りり
作
業

作
業

作
業

作
業

 

 
 

 
 

 

◇
実

施
日

；
平

成
２

７
年

６
月

２
０

日
( 土

) ～
２

２
日

( 月
) 

◇
参

加
者

；
棟

梁
；

木
下

嘉
彦

、
大

工
；

浦
東

 
進

、
大

工
；

中
村

良
也

、
 

 
 

 
 

 
大

工
；

岩
口

芳
樹

、
大

工
；

岩
口

勝
秀

。
山

上
皓

一
郎

、
 

川
島

 
功

。
 

以
上

７
名

は
２

泊
３

日
。

 

１
泊

２
日

；
梶

野
照

雄
(
２

０
～

２
１

日
)。

前
田

 
正

(
２

１
～

２
２

日
) 

 
 

 
 

 
 

 
村

吉
光

夫
(
２

２
０

～
２

３
日

)。
 

以
上

３
名

。
 

２
０

日
・

日
帰

り
；

沖
﨑

吉
信

、
児

嶋
道

夫
、

畑
林

秀
味

、
 

２
１

日
・

日
帰

り
；

沖
﨑

吉
信

、
畑

林
清

子
、

生
熊

敏
男

。
 

２
２

日
・

日
帰

り
；

玉
岡

憲
明

、
畑

林
秀

味
、

玉
岡

 
明

、
 

橋
本

 
梓

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
計計 計計
１
８

１
８

１
８

１
８
名名 名名
・・ ・・
延延 延延
２
０

２
０

２
０

２
０
名名 名名
。。 。。

 

    
 

 
 

 
６６ ６６
月月 月月
２
０

２
０

２
０

２
０
日日 日日

( 水
)  

曇
時

々
薄

日
の

ち
小

雨
 

１
６

日
～

１
８

日
に

か
け

て
玄

関
側

の
土

台
・

柱
・

軒
桁

の
取

替
作

業
が

行
わ

れ
、

最
終

日
は

風
雨

の
中

、
室

内
板

壁
等

の
作

業
を

終
え

帰
宅

の
際

、

大
工

さ
ん

の
軽

ト
ラ

が
始

動
し

な
い

ハ
プ

ニ
ン

グ
に

よ
り

、
１

９
時

頃
に

帰

宅
し

た
と

の
連

絡
が

あ
っ

た
。

 

昨
日

、
沖

﨑
宅

に
立

寄
っ

た
後

、
山

上
夫

妻
に

労
い

に
訪

ね
て

い
る

と
、

沖
﨑

氏
か

ら
「

明
日

２
０

日
～

２
２

日
に

屋
根

全
面

葺
き

替
え

作
業

を
す

る
」

と
棟

梁
か

ら
今

連
絡

が
あ

り
、

３
～

４
人

位
の

作
業

を
手

伝
う

人
が

い
る

、

バ
ッ

テ
リ

ー
充

電
を

依
頼

し
た

児
嶋

さ
ん

に
は

、
軽

ト
ラ

の
故

障
が

直
せ

そ

う
な

の
で

是
非

参
加

し
て

欲
し

い
と

の
事

。
急

な
事

で
２

・
３

人
に

電
話

連

絡
す

る
と

、
梶

野
氏

、
前

田
氏

が
参

加
し

て
下

さ
る

事
に

な
り

、
食

料
の

段

取
り

等
の

手
配

は
沖

崎
氏

に
任

せ
る

。
 

日
帰

り
・

児
嶋

、
宿

泊
・

川
島

は
、

そ
れ

ぞ
れ

自
車

で
発

つ
。

途
中

、
山

上
さ

ん
か

ら
前

回
１

５
㍑

ガ
ソ

リ
ン

で
燃

料
切

れ
に

な
っ

た
こ

と
か

ら
、

ガ

ソ
リ

ン
１

０
㍑

缶
追

加
積

込
み

の
確

認
電

話
が

あ
る

。
 

新
宮

・
熊

野
市

辺
り

は
、

薄
日

の
空

模
様

で
あ

っ
た

が
、

白
谷

ト
ン

ネ
ル

を
抜

け
る

と
曇

天
で

雨
が

降
り

そ
う

で
あ

る
。

白
谷

林
道

ゲ
ー

ト
で

池
原

ス

ポ
ー
ツ
公
園

に
て

車
中

泊
し

た
梶

野
氏

と
合
流

し
、

９
時

１
０
分

頃
に
持
経

宿
へ

。
延
長

軒
桁

に
張

ら
れ

た
ブ

ル
ー
シ

ー
ト

に
は

、
雨

水
が
溜

り
、

下
か

ら
木
片

で
持

上
げ

る
と
思

わ
ぬ
箇
所

か
ら

雨
水

が
飛
び
散

り
、

児
嶋

氏
の
頭

上
に

雨
水

が
か

か
る

。
 

約
１

０
分
遅

れ
て

木
下

棟
梁

と
応
援

大
工

さ
ん

４
人

( 浦
東

、
中

村
、
岩

口

親
子

) が
到
着

。
 

薄
日

が
差

し
込

み
そ

う
な

明
る

い
曇

天
に

な
り

、
前

側
の

ト
タ

ン
屋

根
撤

去
( 棟

梁
・

中
村

) と
後

側
に
ピ
ケ
足
場
組

立
班

に
わ

か
れ

て
作

業
。

 

 
 

 

屋
根

の
傘

釘
抜

き
 

 
 

剝
ぐ

っ
た

ト
タ

ン
運

搬
 

 
軽

ト
ラ

点
検

中
 

 
 

 

ル
ー

フ
ィ

ン
グ

剝
ぎ

 
 

 
裏

の
ピ

ケ
足

場
組

立
 

 
ベ

ニ
ヤ

の
野

地
板

剝
ぎ
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屋
根
撤
去

に
伴

い
煤

な
ど

の
汚

れ
が
落

下
の

た
め

、
室

内
の
毛
布

な
ど

の

移
動

と
大

工
道
具

な
ど

に
ブ

ル
ー
シ

ー
ト

を
被

せ
る

。
 

梶
野

・
川

島
は

、
屋

根
ト
タ

ン
の
傘
釘

抜
き

を
手

伝
っ

た
後

、
剥

し
落

と

さ
れ

た
ト
タ

ン
・

ル
ー
フ
ィ

ン
グ

を
林

道
口

に
運
搬

、
そ

の
後

、
ベ

ニ
ヤ

の

野
地

板
が
剝

が
さ

れ
不

動
堂
裏

に
貯
め
置
く

。
そ

の
間

、
児

嶋
氏

は
、

軽
ト

ラ
の

故
障
箇
所

を
さ

ぐ
る

が
、

故
障

原
因

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

。
 

１
１

時
頃

か
ら

雨
が

降
り

そ
う

な
曇

天
に

な
り

、
ピ
ケ
足
場
組

立
を
止
め

、

大
工

全
員

が
煤

け
た
胴
縁

、
垂

木
撤
去

作
業

に
加

わ
り

、
梶

野
氏

は
大

工
さ

ん
達

の
作

業
支
援

、
山

上
・

川
島

は
落

と
さ

れ
た
胴
縁

、
垂

木
を
不

動
堂

前

に
集
め

て
釘

抜
き

を
す

る
。

 

 
 

 

胴
縁

、
垂

木
撤

去
中

 
 

新
規

垂
木

設
置

準
備

 
 

 
垂

木
打

付
け

中
 

 
 

 

軒
先

広
小

舞
打

ち
 

 
 

玄
関

の
柱

受
け

 
 

 
 

昼
食

の
大

工
さ

ん
 

 
 
 

新
し

い
垂

木
は

、
３
寸
角

と
太
く

、
垂

木
間

( 芯
～
芯

４
０
㎝

) も
狭
く

、

垂
木

に
相
シ
ャ
ク

リ
杉

・
野
地

板
( 玄

関
の

軒
下

は
桧

) が
張

ら
れ

、
頑
丈

な

屋
根
造

り
に
改
築

さ
れ

た
。

 

夕
食
調
達

の
沖

崎
さ

ん
達

が
１

２
時
過
ぎ

に
到
着

。
新
規
垂

木
の
打
付

け

が
１

３
時
過
ぎ

に
終

わ
り

一
段
落

し
た

の
で

、
遅

い
昼

食
に

な
る

。
 

野
地

板
が
打
付

け
ら

れ
ル

ー
フ
ィ

ン
グ

が
敷

か
れ

、
垂

木
に
沿

っ
て
フ
ェ

ル
ト
押

さ
え

木
が
打

た
れ

る
 

 
 

 

野
地

板
張

り
略

完
了

！
 

 
ル

ー
フ

ィ
ン

グ
敷

き
 

 
フ

ェ
ル

ト
押

さ
え

木
打

つ
 

 
 

 

午
後

の
休

憩
 

 
 

 
 

棟
ト

タ
ン

被
せ

中
 

 
 

不
動

堂
の

ト
タ

ン
剥

れ
 

１
５

時
過
ぎ

の
休
憩

後
、
寒
気
団

の
南

下
で

天
候

が
急
変

し
小

雨
が

降

り
出

す
。
旧

棟
ト
タ

ン
を
被

せ
て

、
こ

れ
で

雨
が

降
っ

て
も
心

配
な

し
だ

。
 

そ
の

後
、
ピ
ケ
足
場
組

立
が
再
開

さ
れ

る
と

、
不

動
堂

の
ト
タ

ン
１
枚

が
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剝
が

れ
飛

ん
で

い
る

の
で
見

に
来

い
よ
！
登

り
確

認
す

る
。

 

こ
の

際
、
不

動
堂

の
屋

根
ト
タ

ン
葺

き
替

え
を

追
加

し
よ

う
と

し
て

い
た

が
、
剝

ぐ
る

と
雨
漏

り
が
ど

の
程
度

進
行

し
て

い
る

か
が
問
題
だ

。
１

７
時

半
過
ぎ

に
作

業
終
了

。
 

夕
食

は
、
オ

ー
ド
ブ

ル
が

２
皿

あ
り

、
食
べ

切
れ

な
い

。
２

０
時
過
ぎ

に

ト
レ

ラ
ン

の
若

者
が

、
深
仙

宿
で
青

木
氏

か
ら
雷
注
意
報

が
出

て
い

る
と

１

時
間
強

の
足
止
め

を
強

い
ら

れ
た

と
入

宿
。

 

残
っ

た
料
理

と
混
ぜ
ご
飯

を
提
供

す
る

と
大
喜
び

で
、

明
日

、
本

宮
１

７

時
前

の
バ

ス
乗

る
の

で
早
朝

に
発

つ
と

直
ぐ

に
寝

る
。

 

 

６６ ６６
月月 月月
２
１

２
１

２
１

２
１
日日 日日

( 日日 日日
)     

雨
の
ち

曇
り

一
時

小
雨

 

夕
食

後
か

ら
本
格
的

な
雨

に
な

る
も

雨
漏

り
の
心

配
が
無

い
。
夜
半

に
は

ト
タ

ン
屋

根
を
叩
く

雨
音

に
熟
睡
出
来

な
か

っ
た

が
、

ト
レ

ラ
ン

の
若

者
が

雨
が

降
る

中
、

２
時

に
出

立
し

て
行

っ
た

と
の

こ
と

。
 

食
パ

ン
・
餡
パ

ン
の
朝

食
。
卓

上
コ

ン
ロ

で
網

を
載

せ
焼
く

が
焦
げ

す
ぎ

、

２
枚
焼
く

と
ダ
メ
だ

・
・

・
の
声

が
飛
び
交

う
。

 

 
 

 

後
側

・
ベ

ニ
ヤ

野
地

板
剥

ぎ
 

上
げ

た
垂

木
・

野
地

板
 

三
叉

路
の

廃
材

置
場
 

雨
な

ら
内

壁
板
張

り
と

の
事

で
あ

っ
た

が
、

雨
が

上
が

り
後

側
の

屋
根

葺

き
替

え
作

業
と

な
る

。
昨

日
と
同
じ

段
取

り
で

宿
内

に
ブ

ル
ー
シ

ー
ト
被

せ
、

屋
根
部
材

が
撤
去

さ
れ

、
新
規
垂

木
、

野
地

板
が

屋
根

上
と

下
で

手
渡

し
て

上
げ

る
。

 

新
宮

８
時

に
発

っ
た

日
帰

り
組

４
人

( 沖
﨑

、
生

熊
、
前

田
、
畑
林

清
) が
応

援
に
来

る
。

沖
崎

氏
持

参
の
掃
除
機

で
梶

野
氏

が
、

桁
・

梁
に
付
着

し
た

数
十

年
ぶ

り
の
煤

な
ど

を
吸

い
取

る
。

沖
崎

・
生

熊
・

川
島

は
、
胴
縁

・

垂
木

の
釘

を
抜

き
、

軽
ト

ラ
で
三
叉
路

に
設

け
た
廃
材

・
廃

ト
タ

ン
仮
置

場
に

積
み
置
く

。
 

後
側

屋
根

の
新
規
垂

木
・

野
示

板
が
打
付

け
ら

れ
１

２
時

前
に
昼

食
。

 

 
昨

日
の
夕

食
・
豆
ご
飯

の
残

り
を
昼

食
に

食
べ

て
頂

い
た

の
で

、
大
江

さ
ん

手
作

り
の
混
ぜ
御
飯

は
、
お
櫃

に
入

れ
て

あ
り

、
か

な
り

の
量

が
あ

る
事

か
ら

、
明

日
朝

食
が
パ

ン
食

な
の

で
、
昼

食
の
混
ぜ
御
飯

は
余

る
の

で
、

明
日

の
参

加
者

に
は
昼

食
持

っ
て
来

な
く

と
も

良
い

と
連

絡
す

る
事

に
な

っ
た

。
 

 
 

 

後
側

の
野

地
板

張
り

 
 

 
 

昼
食

中
 

 
 

 
 

 
 

屋
根

胴
縁

打
ち

完
了
 

休
憩

後
、

ル
ー
フ
ィ

ン
グ

が
敷

か
れ
フ
ェ

ル
ト
押

さ
え

木
に
胴
縁

が
前

側
・

後
側

屋
根

に
打
付

け
ら

れ
、

こ
れ
ま

で
よ

り
も
厚
く

、
広

い
破

風
板

が
、

屋
根
両
サ
イ
ド

に
棟

梁
・

浦
東

大
工

さ
ん

に
よ

り
据
付

ら
れ

る
。

 

後
３
ｍ
・
前

４
ｍ

の
特
注

ト
タ

ン
( 厚

さ
０

．
４
㎜

) は
、
傷

が
付

か
な

い

よ
う

に
リ

ン
ギ

上
に
載

せ
軒
先

に
立

て
持

た
せ

か
け

る
の
だ

が
、

前
田

・

梶
野

・
川

島
の

３
人
掛

か
り

で
立

て
る

が
兎

に
角
重

い
。

 

こ
の
間

に
沖

崎
・

生
熊

氏
は

、
林

道
途

中
に
倒

木
が

あ
り

、
明

日
大

工

さ
ん

の
車

回
収

に
来

る
ト

ラ
ッ
ク

に
支

障
無

い
様

に
伐
採
処
理
へ

。
 

前
田

・
川

島
は

、
不

動
堂

屋
根

の
飛

ん
で
無

い
箇
所

に
廃

ト
タ

ン
を

切
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り
被

せ
る

作
業

を
す

る
が

、
滑

り
易
く

前
田

氏
に
命
綱

を
付

け
さ

せ
ト
タ

ン
を
打

ち
付

け
た

。
 

山
上
・
畑

林
さ

ん
が
夕

食
の
鍋
材

料
の

野
菜

等
の

下
準
備

。
 
休
憩

後
、

記
念
撮
影

を
し

て
１

５
時
半

頃
に

日
帰

り
組

と
梶

野
氏

が
下

山
。

梶
野

氏

に
代

わ
り

前
田

氏
が

泊
ま

っ
て

作
業

し
て

下
さ

る
。

 

 
 

 
 

両
屋

根
に

胴
縁

打
ち

完
了

 
２

１
日

参
加

者
記

念
撮

影
 

屋
根

葺
き

替
え

略
完

了
 

休
憩

後
、

小
雨

模
様

に
な

っ
た

が
屋

根
ト
タ

ン
が
載

せ
ら

れ
傘
釘

で
止
め

ら
れ

た
。

後
側

は
、
滑

る
の

で
安

全
上

最
低
限

の
傘
釘

が
打

た
れ

た
。

 
 

１
７

時
過
ぎ

に
作

業
終
了

。
夕

食
は
鍋

料
理
だ

が
、

昨
日

は
余

っ
た

の

に
今

日
の
肉

が
少

な
い

・
・

が
美

味
し

い
。

し
め

に
ラ

ー
メ

ン
が
入

る
。

屋
根

葺
き

替
え

が
、
略
完
了

し
た

事
で

あ
り

、
い

つ
も

の
唄
も
出

て
盛

り

上
が

り
２

１
時

前
に
就
寝

。
 

  
 
６６ ６６
月月 月月
２
２

２
２

２
２

２
２
日日 日日

( 月月 月月
)     

 
晴

の
ち

薄
曇

 

 
久

し
ぶ

り
の
朝
焼

け
の
太
陽

の
光

が
差

し
込
む

中
で
目
覚
め

る
。

 

朝
食

は
、
パ

ン
食

で
な
く
予
想
外

の
全
員
混
ぜ
御
飯

に
な

る
。

 

７
時
過
ぎ

に
夜
勤

上
げ

の
村

吉
さ

ん
が
到
着

。
今
夏

、
腐
朽

し
た
太
古
ノ

辻
の
案

内
標
識

を
取

替
る
為

、
ク

ス
ノ
キ

に
彫

っ
た
標
識

を
玉

岡
御

大
に

見
て
貰

う
と
持

っ
て
来

ら
れ

る
。
又

、
玉

岡
さ

ん
揮
毫

の
持
経

宿
名

を
彫

っ
て
掲
示

す
る
箇
所

確
認

に
来

ら
れ

る
。

 

７
時
半

頃
か

ら
昨

日
安

全
上
打

ち
残

し
た
箇
所

の
尾

根
ト
タ

ン
に
傘
釘

が
打

た
れ

、
最

後
の

棟
ト
タ

ン
、
両
サ
イ
ド

の
水

切
り

が
浦

東
さ

ん
に

よ

っ
て
仕

上
げ

ら
れ

る
。
傘
釘

を
打

ち
終

え
た

大
工

さ
ん
達

は
、
外

壁
ト
タ

ン
の
重

ね
部

の
傘
釘

以
外

は
抜
く

作
業

で
川

島
・

前
田
も

手
伝

う
。

 

裏
側
だ

け
の
外

壁
ト
タ

ン
換

え
だ

っ
た

が
、
窓
設
置

、
現
炊

事
場

と
薪

小
屋

が
入

れ
変

わ
る

と
の

事
か

ら
、
裏

側
・
両

側
共

に
外

壁
ト
タ

ン
が
交

換
さ

れ
る

様
だ

。
そ

う
な

る
と
外
観

が
一

新
さ

れ
る

事
に

な
る

。
 

 
 

 

朝
食

は
混

ぜ
御

飯
 

 
 

 
 

ト
タ

ン
屋

根
の

棟
・
両

サ
イ

ド
に

水
切

り
設

置
 
 

１
０

時
過
ぎ

に
、
日

帰
り
組

( 玉
岡
親

子
、
畑

林
秀
、
橋

本
) と

故
障

の
大

工
車

の
回
収
運
搬

に
ホ

ン
ダ

の
ト

ラ
ッ
ク

が
同

行
し

て
来

る
。

 

こ
ん

な
林

道
を
走

り
車

回
収

と
は

・
・

・
予
想
外

で
驚

か
れ

て
い

る
。

 

そ
の

後
大

工
さ

ん
は

、
棟

梁
の
采

配
の

下
で

内
板

壁
と
外

板
壁
張

り
に

わ
か

れ
て

作
業

さ
れ

る
。

 

橋
本
・
畑

林
秀
、
玉

岡
明
・
前

田
氏

は
、
桁
・
梁

の
雑
巾
拭

き
作

業
を

さ

れ
明

る
く
綺
麗

に
な

る
。

 

１
１

時
頃

に
奈

良
森

林
管
理

事
務
所

・
下
北

山
森

林
事
務
所

の
岩
元
 

猛
森

林
官

が
、
持
経

宿
奥

の
林

道
工

事
視
察

に
通

り
か

か
り

、
持
経

宿
改

築
を
見
学

に
立

寄
ら

れ
る

。
 

玉
岡
相
談
役

か
ら

小
屋

前
側

の
林

道
斜

面
は

、
雪
庇
状
態

で
こ

れ
以

上

進
行

し
な

い
工

事
を

し
て

欲
し

い
と
要
望

し
、

川
島
も

加
わ

り
現
場
案

内

を
す

る
。

 

明
日

、
小
森
所
長

以
下
幹
部

は
、
間
伐
材

作
業

と
池
郷

林
道

工
事

の
視
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察
に
来

ら
れ

る
の

で
、
持
経

宿
の
改
築
見
学

と
林

道
斜

面
の
状
況

を
説

明

し
工

事
要
望

を
伝

え
る

と
の

こ
と

。
出
来

れ
ば
誰

か
説

明
に

立
会

っ
て
頂

け
な

い
か

と
言

わ
れ

る
。

３
日
居

て
下

山
す

る
の

で
困

っ
て

い
る

と
、

村

吉
氏

が
宿

泊
し
説

明
し

て
下

さ
る

事
に

な
る

。
 

１
２

時
す
ぎ

に
昼

食
と

な
る

。
予
想

に
反

し
て
朝

食
に
混
ぜ
御
飯

を
食

べ
た

の
で

、
昼

食
の
混
ぜ
ご
飯

は
、

８
人
分

し
か

な
く

、
今

日
の

参
加

者

に
弁
当
要

ら
な

い
と

連
絡

し
た

の
で

・
・

・
が
二

人
弁
当
持

参
し

て
来

ら

れ
パ

ン
食
も

あ
っ

た
が

、
全
員
御
飯

に
な

り
安
堵

す
る

。
 

午
後

、
焼
却
炉

で
ベ

ニ
や

・
木
片

な
ど
焼
却

す
る

が
、

風
向

き
が
悪
く

前
側

・
室

内
に
流

れ
込

み
、
や
む

な
く

中
止

す
る

。
 

 
 

 
 

 

煤
け

た
梁

の
雑

巾
拭

き
 

 
外

板
壁

打
付

け
作

業
中

 
２

２
日

参
加

者
記

念
撮

影
 

１
５
半

前
に

発
電
機

が
、
短

時
間

に
２

回
停
止

し
、
エ

ン
ジ

ン
が

始
動

し

な
く

な
り

作
業

終
了

。
 

休
憩

後
、

全
員

で
記
念
撮
影

し
、

明
日

の
所
長
視
察

時
に
持
経

宿
前
斜

面

の
工

事
を
説

明
・
要
望

し
て

下
さ

る
村

吉
氏

を
残

し
、

１
６

時
頃

に
帰

宅
。

 

翌
日

、
所
長

以
下

６
名

が
、
持
経

宿
に

立
寄

ら
れ

、
改
築

に
感
心

さ
れ

、

斜
面

工
事

の
要
望

を
説

明
し

た
ら

「
工

事
は

２
段

積
に

す
る

か
」

な
ど

と
話

さ
れ

て
お

り
工

事
を

し
て

下
さ

る
雰
囲
気

で
あ

っ
た

。
 

池
郷
視
察

後
、
持
経

宿
に
戻

り
昼

食
さ

れ
、
コ

ー
ヒ
接
待

し
た

と
村

吉
氏

か
ら
報
告

が
あ

る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

( 記
 

川
島

) 


